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　「ホリッパ」は、皆で踊りながら歌い、手をたたきながらリズムをとって踊ります。このマニュアルでは、踊り
の最後は舞台を想定して並び、オンカミ［礼拝］します。
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■ 踊りの各部

《基本の動き》
　女性の動きです。手をたたき、送り足で横に移動します。
膝は屈伸を続けます。

〈男性の道具・基本の動き〉
　男性は、刀を収めた刀掛けを肩にかけます。
　男性の最初の動きは、左手で鞘をつかみ、右手で刀の柄をたたきつつ、膝を屈伸しながら横に進みます。

　2つ目の動きは、刀の刃を自分に向けて立てて持ち、刀を前に突き出して音をならしながら左へ進み
ます。膝の屈伸は続けます。
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　踊りの最後は、男性は前に並んで刀を収めオンカミ［礼拝］します。

輪の内側を向いて時計回りに移動

男性はアを踊り曲が変わったらイを踊る

【踊りのながれ】

踊りの最後、女性は後ろへ、男性は中へ並ぶ

男性は中へ並びオンカミをして終了

曲が変わったら男性は剣を抜
き刃を自分に向け、刀を前に
突き出し音を出す。膝を屈伸
しながら横に進む

刀を収め
オンカミする

最後、男性は中心に並び

男性は一歩横に歩くごとに
左手で鞘を握り、右手で刀
の柄をたたく。
膝を屈伸しながら横に進む

ア女性

イ

女性は手拍子ごとに膝を屈伸し
ながら横に進む。
時計回りにまわる
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フッサヘロ（お祓
はら

いの踊り）

　「フッサヘロ」はお祓いの踊りです。昔、コタン［村・集落］に流行病があった時に、その病魔を祓う踊
りとして伝わっています。中側で座っている人が病人役です。アイヌ民族は、病気は鳥が運んでくると考えて
いるので、病人役の人たちがカンコワ　ホーテルケ［鳥が、病気を運んで来たよ、病気が飛び跳ねているよ］
と歌います。同時に後ろの人たちが、その病人に、息を吹きかけて、その病魔を祓います。「フッサヘロ」は、
踊り手が歌いながら踊り、前に座る人と、後ろで踊る人はそれぞれ歌が違います。

■ 歌詞
〈病人（座って踊る人）〉　
　　　　　♪……カンコワ　ホーテルケ　　カンコワ　ホーテルケ　　以上くりかえし

〈後ろで立って踊る人〉
　　　　　♪…フッサヘロ　フッサヘロ　　以上くりかえし

フッサヘロ
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　踊り手の数に決まりはありませんが、この本
マニュアルでは座る人6人、立って踊る人6人
の計１２人で踊ります。

　後ろの人がフッサ、フッサと息をかけながら移動するときは、足で地面を踏みつけるように踊ります。　
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■ 踊りの各部

《基本の動き》
　病人役の人は、顔を左に向
けながら右手を床につけ、膝
の上に置く動作を続けます。
後ろに立つ人は、体を左右に
傾けながら前の人の肩を両手
で軽くたたきます。
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〈後ろに立つ人の動き①〉
　ひとつ目は、腰に両手を当てて踊ります。
　座る人の肩をたたいた後、反時計回りで半周します。
　体を右左に向けながら大地を踏みつけて歩きます。

〈後ろに立つ人の動き②〉
　二つ目は、手の平を上に向けて腹の前で添えます。
　反時計回りで半周する時にこの姿勢で踊ります。
　体を右左に向けながら大地を踏みつけて歩きます。
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〈後ろに立つ人の動き③〉
　三つ目は、左手を肩に乗せ、右手を横に伸ばします。
　反時計回りで半周する時にこの姿勢で踊ります。
　体を右左に向けながら大地を踏みつけて歩きます。

　踊りの最後は1つ目の動きに戻ります。
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後ろに立つ人
手のひらを上に向け腹に当
てる。体を右左に向けなが
ら、大地を踏みつけて歩く

後ろに立つ人
左手を肩にのせ、右手を横
に伸ばし、体を右左に向け
ながら、大地を踏みつけて
歩く

後ろに立つ人
腰に手を当てて体を右左に
向けながら、大地を踏みつ
けて歩く

【踊りのながれ】

後ろに立つ人
体を左右に傾けながら前の
人の肩を両手で軽くたたく

前に座る人
顔を左に向けながら右手を前
の床につけ、膝に戻す動作を
くりかえす

ア
イ

ウ

エ

1 2 3

最後は　　　をくりかえし終了2 3

ア イで反時計まわりで半周 イで足踏み

4 5 6ア ウで反時計まわりで半周 ウで足踏み

7 8 9ア エで反時計まわりで半周 エで足踏み

前に座る人

後ろに
立つ人

後ろに
立つ人

【踊りのながれ】
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おわりに
　日々 の生活の中で生まれ、受け継がれてきたアイヌの踊り。
　人々が集まれば、特別な楽器がなくとも踊りが始まりました。神への感謝、そして自分たちの楽しみのため
に踊りました。踊りは、アイヌの人々にとって暮らしになくてはならないものだったのです。
　現在、アイヌの踊りは北海道の各地に伝承されており、地方ごとの特徴を持っています。
それらの踊りはアイヌ古式舞踊として国の重要無形民俗文化財に指定されています。

〈札幌地方〉 〈静内地方〉 〈鵡川地方〉

ハンロー チャピア ホリッパ

フチトノト ホイヤオー フッサヘロ

チロンヌプリムセ エルムンコイキ
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■出演者（敬称略・五十音順）

【札幌地方】    ハンロー・フチトノト・チロンヌプリムセ

〈札幌ウポポ保存会〉
［踊り］	 川上  さやか	 木幡二三子	 竹内　明美
	 竹内　智秋	 藤岡千代美	 藤岡　照実
	 藤岡　良子	 山崎　良子	 結城　志穂
	 結城　　泰	 結城　智世	 結城　　舞
	 結城　　陸	 結城　恋迦

［歌］	 小松田初美	 竹内　明美	 藤岡千代美
	 藤岡　良子

［解説］	 竹内　明美

【静内地方】   チャピア・ホイヤオー・エルムンコイキ

〈静内民族文化保存会（新ひだか町）〉
［踊り］	 阿部　蒼介	 阿部　　望	 阿部　真心
	 伊藤　幸子	 大川　　勝	 大村　あゆ
	 大村　幸恵	 大村　真代	 大村　美和
	 大村　幸菜	 村邉小百合	 村邉　　司

［歌］	 川島江美子	 合田　クミ	 高橋三三五

［解説］	 大川　　勝

【鵡川地方】   ホリッパ・フッサヘロ

〈鵡川アイヌ文化伝承保存会〉
［踊り］	 芦谷　明美	 泉　紀代乃	 押野千恵子	
	 尾上千鶴子	 片山　弘子	 小石川みどり 	
	 今野キサ子	 佐渡日出男	 柴原　邦彦
	 柴原　弘美	 新田　増美	 本間　英子
	 三上　　勉	 吉村　清美

［解説］	 片山　弘子
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アイヌの踊りの参考となる文献を紹介します。

●岡田和夫・松宮文子・村上紀子・平野正美
　　　1998：『新版 絵でみる 表現・民舞 指導のポイント』株式会社あゆみ出版

●財団法人アイヌ民族博物館
　　　1993：『アイヌ文化の基礎知識』株式会社草風館

●日本民俗舞踊研究会
　　　1987：『北海道アイヌ古式舞踊　昭和61年度文化財国庫補助事業調査報告書』

●北海道アイヌ古式舞踊連合保存会
　　　1987：『北海道アイヌ古式舞踊・唄の記録』
　　　　　　昭和60年度北海道アイヌ古式舞踊連合保存会委託事業

●田村すず子
　　　1987:『アイヌ語沙流方言辞典』株式会社草風館

●北海道教育委員会
　　　1993：『平成4年度　アイヌ古式舞踊調査報告書（Ⅲ）—三石・弟子屈・札幌・常呂—』

●北海道教育委員会
　　　1991：『平成2年度　アイヌ古式舞踊調査報告書（Ⅰ）—白糠・新冠・鵡川—』

●日本放送協会
　　　1965：『アイヌ伝統音楽』株式会社日本放送出版協会

 参　考　文　献
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踊りを体験できる施設

　　●阿寒湖アイヌシアター イコロ	 釧路市阿寒湖温泉４丁目

　　●一般財団法人アイヌ民族博物館	 白老町若草町２-３-４

　　●川村カ子トアイヌ記念館	 旭川市北門町11丁目

　　●札幌市アイヌ文化交流センター
　　　　　　　　「サッポロピリカコタン」	 札幌市南区小金湯27

　　●昭和新山アイヌ記念館	 有珠郡壮瞥町昭和新山

　　●平取町立二風谷アイヌ文化博物館	 平取町字二風谷61

アイヌの踊りを体験できる施設をいくつか紹介します。

要予約等のため事前に各施設へご確認ください。
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